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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】反射用領域に光散乱層を有する半透過型カラー
フィルターを用いた液晶表示装置において、画面のぎら
つきや液晶配向の乱れによる表示不良の生じないカラー
フィルターを簡便な加工方法で得る。
【解決手段】反射光による表示と透過光による表示が可
能な半透過型液晶表示装置に用いられ、反射光による表
示に用いられる反射用領域と透過光による表示に用いら
れる透過用領域からなりかつ着色層を有してなる複数の
画素が透明基板上に２次元的に配されてなる半透過型液
晶表示装置用カラーフィルター基板において、該反射用
領域にのみ海島構造を有する光散乱層を有しており、該
島状部分の平均径が１μｍ～１０μｍ、かつ該光散乱層
のＲｍａｘ（最大高さ）が０．４μｍ未満であることを
特徴とする半透過型液晶表示用カラーフィルター基板。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
反射光による表示と透過光による表示が可能な半透過型液晶表示装置に用いられ、反射光
による表示に用いられる反射用領域と透過光による表示に用いられる透過用領域からなり
かつ着色層を有してなる複数の画素が透明基板上に２次元的に配されてなる半透過型液晶
表示装置用カラーフィルター基板において、該反射用領域にのみ海島構造を有する光散乱
層を有しており、該島状部分の平均径が１μｍ～１０μｍ、かつ該光散乱層のＲｍａｘ（
最大高さ）が０．４μｍ未満であることを特徴とする半透過型液晶表示用カラーフィルタ
ー基板。
【請求項２】
該光散乱層の膜厚が、１．０μｍ～３．０μｍであることを特徴とする請求項１に記載の
半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項３】
該光散乱層が非感光性であることを特徴とする請求項１、２のいずれかに記載の半透過型
液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項４】
該光散乱層がポリイミド樹脂とアクリル樹脂で形成されたものであることを特徴とする請
求項１～３いずれかに記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項５】
該光散乱層内の島状部分がアクリル樹脂であることを特徴とする請求項１～４のいずれか
に記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項６】
該光散乱層内の島状部分がポリイミド樹脂であることを特徴とする請求項１～４のいずれ
かに記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
【請求項７】
請求項１～６に記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板と反射用領域にのみ
表面が凹凸形状である反射層を有する駆動素子側基板の間に液晶を狭持してなる半透過型
液晶表示装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、透過型液晶表示と反射型液晶表示の両方の方式を兼ね備えた半透過型液晶表
示装置用カラーフィルター基板およびそれを用いた半透過型液晶表示装置に関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　現在、液晶表示装置は軽量、薄型、低消費電力等の特性を生かし、ノートＰＣ、携帯情
報端末、デスクトップモニタ、デジタルカメラなど様々な用途で使用されている。バック
ライトを使用した液晶表示装置においては、低消費電力化を進めるためにバックライト光
の利用効率を高めることが求められ、カラーフィルターの高透過率化が要求されている。
一方、カラーフィルターの透過率は年々向上しているが、透過率向上による消費電力の大
幅な低下は望めなくなってきている。最近では電力消費量の大きなバックライト光源を必
要としない反射型液晶表示装置の開発が進められており、透過型液晶表示装置にくらべ約
１／７と大幅な消費電力の低減が可能であることが発表されている（例えば非特許文献１
参照）。反射型液晶表示装置は、透過型液晶表示装置に比べ低消費電力であり、屋外での
視認性に優れるという利点はあるものの、十分な環境光強度が確保されない場所では表示
が暗くなってしまい、視認性が極端に悪くなるという問題点がある。暗い環境下でも表示
が視認されるようにするために、（１）バックライトを設け、反射層の一部に切り欠きを
入れ、一部が透過型表示方式、一部を反射型表示方式とした液晶表示装置、半透過半反射
型表示方式（いわゆる半透過半反射型液晶表示装置、以降、単に半透過型液晶表示装置と
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いう。例えば、非特許文献２参照）、（２）フロントライトを設けた液晶表示装置などが
考案されている。
【０００３】
　反射層の一部に切り欠きを入れ、バックライトを設けた半透過型液晶表示装置では、バ
ックライト光を利用する透過表示と環境光を利用する反射表示が１画素内に共存するため
、環境光強度によらず、視認性のよい表示を行うことが出来る（例えば、特許文献１参照
）。しかし、一つの表示装置の中に２種類の表示方式が併存するため、反射表示に必要で
ある機能を表示装置に付与すると、逆に透過表示においては弊害となってしまうこともあ
る。その一つに、透過表示では装置に組み込まれたバックライト光が光源であるのに対し
、反射表示では使用する環境により太陽光、室内の蛍光灯など光源が主種様々であること
に起因する問題がある。反射表示で使用する光源（太陽光や室内の蛍光灯など）は、通常
、点光源や限定された面からの光源であるため、非散乱光である。そのため反射表示では
、何らかの手法で非散乱光を散乱光にする必要がある。現在用いられている手法の一つに
、前面基板と偏光板フィルムの接着層に粒子を分散させ散乱機能を付与した拡散糊といわ
れるものがある。この拡散糊は表示装置の全面（透過用領域と反射用領域）に形成される
ことになる。これは、透過表示においては、拡散糊中に入射した光の偏光面が回転し、偏
光が崩される（消偏性）ことによるコントラスト低下の問題を引き起こす。
【０００４】
　また、以前は、入射した環境光を反射させるための反射膜には、アルミなどの金属を鏡
面状にしたものが用いられていたが、現在では、表面を凹凸状に作成した樹脂膜上に金属
薄膜を真空で形成した反射膜が用いられるようになってきた。このような凹凸状の反射膜
では、光の干渉による虹が発生してしまうため、液晶表示装置の画面がぎらついてしまう
という問題もあった。
【０００５】
　これらの問題を解決するために、反射用領域にのみ光散乱層を形成することが考えられ
た（例えば、特許文献４参照）。これにより、透過用領域には光散乱層がなくなるため、
透過表示のコントラスト低下の問題は解消された。しかしながら、光散乱層は、透明粒子
と透明樹脂からなっているため、分散されている粒子による膜表面の凸凹が、液晶配向を
乱すという問題もあった。反射用領域にのみ光散乱層を形成するためには、光散乱膜をパ
ターン加工しなければならない。フォトリソグラフィ法を用いてパターン加工する場合、
光散乱層中の粒子によって露光時の光が散乱されてしまうため加工が難しいという問題も
あった。また、現像工程においては、現像液に可溶となった光散乱層中の粒子が工程汚染
の原因となるおそれもあった。
【０００６】
　そこで、粒子を添加せず、光散乱層を形成する手法として、屈折率の異なる互いに相分
離しやすい透明樹脂からなる光散乱層が挙げられる（例えば、特許文献５）。しかしなが
ら、反射用領域に表面を凹凸状に形成した反射膜を用いた場合の液晶表示装置の画面のぎ
らつきの解消方法については、全く開示されていなかった。また、パターン加工に関して
の開示もされていなかった。
【特許文献１】特開平１１－１０９４１７号公報（図１）
【特許文献２】特開２００５－２５５３２５号公報
【特許文献３】特開２００２－３４１１２８号公報
【特許文献４】特開２００５－９９２６８号公報
【特許文献５】特開２００１－５１１０５号公報
【非特許文献１】「日経マイクロデバイス別冊フラットパネル・ディスプレイ」、１９９
８年、ｐ．１２６。
【非特許文献２】「ファインプロセステクノロジージャパン’９９、専門技術セミナーテ
キストＡ５」、１９９８年７月２日、ｐ．６。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　本発明は、かかる従来技術の欠点に鑑み創案されたもので、反射用領域にのみ光散乱層
を有する半透過型カラーフィルター基板を用いた液晶表示装置において、画面のぎらつき
や液晶配向の乱れによる表示不良を生じさせないカラーフィルター基板を提供することに
ある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者らは、従来技術の課題を解決するために鋭意検討した結果、以下のカラーフィ
ルター基板によって、画面のぎらつきや液晶配向の乱れによる表示不良の生じない液晶表
示装置を得ることが可能であることを見いだした。
本発明のカラーフィルター基板およびそれを用いた半透過型液晶表示装置は、以下の構成
を有するものである。
すなわち、
（１）反射光による表示と透過光による表示が可能な半透過型液晶表示装置に用いられ、
反射光による表示に用いられる反射用領域と透過光による表示に用いられる透過用領域か
らなりかつ着色層を有してなる複数の画素が透明基板上に２次元的に配されてなる半透過
型液晶表示装置用カラーフィルター基板において、該反射用領域にのみ海島構造を有する
光散乱層を有しており、該島状部分の平均径が１μｍ～１０μｍ、かつ該光散乱層のＲｍ
ａｘ（最大高さ）が０．４μｍ未満であることを特徴とする半透過型液晶表示用カラーフ
ィルター基板。
（２）該光散乱層の膜厚が、１．０μｍ～３．０μｍであることを特徴とする（１）に記
載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
（３）該光散乱層が非感光性であることを特徴とす（１）、（２）のいずれかに記載の半
透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
（４）該光散乱層がポリイミド樹脂とアクリル樹脂で形成されたものであることを特徴と
する（１）～（３）いずれかに記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
（５）該光散乱層内の島状部分がアクリル樹脂であることを特徴とする（１）～（４）の
いずれかに記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
（６）該光散乱層内の島状部分がポリイミド樹脂であることを特徴とする（１）～（４）
のいずれかに記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板。
（７）（１）～（６）に記載の半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板と反射用領
域にのみ表面が凹凸形状である反射層を有する駆動素子側基板の間に液晶を狭持してなる
半透過型液晶表示装置。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明は上述のごとく構成したので、画面のぎらつきや液晶配向の乱れによる表示不良
の生じない半透過型液晶表示装置用カラーフィルター基板を簡便に得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下、本発明の実施の形態について説明する。
【００１１】
　本発明のカラーフィルターは、１画素内に反射用領域と透過用領域を持つ半透過型液晶
表示装置用カラーフィルターであり、反射用領域にのみ光散乱層が形成された構造である
ことが重要である。ここで、半透過型液晶表示装置とは、対向基板あるいはカラーフィル
ターの反射領域には外光を反射させるための反射膜を備え、透過領域にはそのような反射
膜がないことを特徴とする液晶表示装置である。カラーフィルターの形成は、ガラス、高
分子フィルム等の透明基板側に限定されず、駆動素子側基板にも行うことができる。カラ
ーフィルターのパターン形状については、ストライプ状、アイランド状などがあげられる
が特に限定されるものではない。また、必要に応じてカラーフィルター上に柱状の固定式
スペーサーが配置されていてもよい。
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【００１２】
　光散乱層が形成される位置は、着色層の上が好ましく用いられるが、着色層の下に配置
されていてもよい。着色層の上、下とは、着色層と光散乱層が接していなければならない
ということではなく、着色層と光散乱層の間に他の層が形成されていてもよい。ここでい
う着色層とは、着色成分を含む樹脂層のことであり、少なくとも赤、緑、青の３色の色画
素から構成される。着色成分としては、有機顔料、無機顔料、染料問わず着色剤全般を使
用することができる。樹脂成分としては、ポリイミド系樹脂、エポキシ系樹脂、アクリル
系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリオレフィン系樹脂等の材料が好まし
く用いられる。感光性、非感光性のどちらの材料でも使用することが可能である。着色層
の形成方法としては、フォトリソグラフィ法、転写法、インクジェット法などを用いるこ
とができる。
【００１３】
　光散乱層は、互いに相分離する２種以上の樹脂から形成されることが好ましい。特に、
光散乱層形成用樹脂組成物（相分離する２種以上の樹脂と溶媒からなる組成物）の状態で
は相分離せず、安定に存在し、熱硬化を行ったときに互いに相分離することが好ましい。
そのため、用いる２種以上の樹脂の相分離状態は、下限臨界共溶温度型（以後、ＬＣＳＴ
型と略する）であることが必要となる。ＬＣＳＴ型とは、低温側では樹脂同士が相溶し、
高温にすると相分離する系のことである。一般的なＬＣＳＴ型のグラフを図１に示す（２
種類の樹脂の混合系）。図１の横軸は、用いる２種類の樹脂を樹脂１、樹脂２とした場合
、全ての樹脂の重量における樹脂２の占める割合（樹脂２添加量（ｗｔ％））を示す。ま
た、縦軸は温度を示す。図１において、２種類の樹脂の混合物は、臨界温度線より下の領
域では相溶し、上の領域では相分離する。この臨界温度線は、樹脂の分子量が高くなると
、低温側にシフトする。つまり、相分離する温度が全体的に低くなる。そのため、光散乱
層形成用樹脂組成物の状態で安定に存在させるためには、樹脂の分子量が高くなりすぎる
のは好ましくない。逆に、樹脂の分子量、重合度が低くなり、オリゴマーやモノマーに近
くなると、臨界温度線は高温側にシフトしてしまい、樹脂を熱硬化させた際も相分離せず
光散乱層としての特性を得ることができない。
【００１４】
　２種以上の樹脂を混合した場合に、相溶するか相分離するかは、混合による系のギブス
の自由エネルギー変化による。混合による系のギブスの自由エネルギー変化をΔＧ、混合
によるエンタルピー変化をΔＨ、混合によるエントロピー変化をΔＳ、絶対温度をＴとす
ると、ΔＧ＝ΔＨ－ＴΔＳと表せる。樹脂（ポリマー）は、モノマーやオリゴマー、溶媒
に比べ分子量が大きいため、ΔＳが小さくなる。従って、ΔＨのほうが大きな影響を与え
る。よって、分子量の大きな樹脂の混合の場合、ΔＨが負でなければ、相溶が困難である
ことが分かる。ΔＨは、分子間の相互作用に比例する（分子間の相互作用が負であれば相
溶し、正であれば、相分離する）。ここで、分子間の相互作用は、樹脂の重合度に関係し
ており、ＬＣＳＴ型では一般的に樹脂の重合度が大きくなるほど、低温で相分離しやすく
なるとされている。また、用いる樹脂の重合度が異なるほど、それぞれの樹脂の添加量を
変化させることによる相分離の変化が大きくなるため好ましい。従って、用いる２種以上
の樹脂は、重合度が大きく、それぞれの樹脂の重合度が異なっていることが好ましい。
【００１５】
　また、光散乱層として機能するためには、混合する樹脂の屈折率は互いに異なっている
ことが好ましい。なお、屈折率は、プリズムカップリング法などを用いて測定することが
できる。異なる屈折率を持つ樹脂が相分離し、海島構造となることで、海と島の界面で光
が散乱される。それにより、正反射成分による表示のギラツキを押さえ、良好な表示特性
を得ることができる。かつ、反射用領域にのみ光散乱層を形成するため、透過用領域には
光散乱層は存在しないので、透過用領域では光散乱せずに効率的にバックライトを使用す
ることができる。光散乱層に用いる樹脂としては、透明であり、所望の屈折率が得られ、
また互いに相分離する材料ならばいずれも用いることができる。ここで「透明」とは、具
体的には可視光領域の平均透過率が８０％以上であることをいう。透明樹脂としては、感
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光性、非感光性のどちらも使用することができる。感光性樹脂材料としてはポリイミド系
樹脂、エポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリオ
レフィン系樹脂等の材料が使用できる。感光性アクリル系樹脂としては、感光性を持たせ
るため、少なくともアクリル系ポリマー、アクリル系多官能モノマーあるいはオリゴマー
、光重合開始剤を含有させた構成を有するのが一般的であるがエポキシモノマーを加えた
いわゆるアクリルエポキシ樹脂としてもよい。非感光性樹脂材料としてはポリイミド系樹
脂、エポキシ系樹脂、アクリル系樹脂、ウレタン系樹脂、ポリエステル系樹脂、ポリオレ
フィン系樹脂等の材料が使用できる。ポリイミド系樹脂は、他の樹脂と相分離することが
多く、また屈折率も他の樹脂よりも高い（１．６程度）ため、光散乱層形成用樹脂組成物
としてポリイミド系樹脂を用いることが特に好ましい。また、混合する樹脂としては、ポ
リイミド系樹脂と屈折率が異なり、相分離しやすく、さらには入手しやすいアクリル系樹
脂（アクリル系樹脂の屈折率は、１．５程度）を用いることが特に好ましい。従って、ポ
リイミド系樹脂とアクリル系樹脂の２種を組み合わせた光散乱層形成用樹脂組成物は特に
好ましく用いることができる。ポリイミド系樹脂とアクリル系樹脂の添加量は、どちらが
多い方が好ましいということはない。ポリイミド系樹脂の添加量が多い場合は、アクリル
系樹脂が島状に析出し、アクリル系樹脂の添加量が多い場合は、ポリイミド系樹脂が島状
に析出し、どちらも好ましく用いることができる。島状に析出させる樹脂の添加量は、５
ｗｔ％～４０ｗｔ％であることが好ましい。これは、５ｗｔ％未満だと、相分離が起こり
にくく、４０ｗｔ％を越えると、海島状に相分離しにくくなるためである。
【００１６】
　樹脂の数平均分子量（以後、分子量と省略する）については、添加量が多い樹脂（海島
構造の海状部分となる）と添加量の少ない樹脂（海島構造の島状部分となる）で及ぼす影
響が異なる。
【００１７】
　添加量の多い樹脂の分子量は、臨界温度線に及ぼす影響が大きい。つまり、前述の通り
、分子量が大きいと臨界温度線は低温側にシフトし、分子量が小さいと高温側にシフトす
る。添加量の少ない樹脂の分子量は、島状部分の平均径に影響を与える。分子量が小さく
なると相溶しやすくなるため、島状部分の平均径は小さくなる傾向にあり、分子量が大き
くなると、島状部分の平均径は大きくなる。好ましい分子量については、樹脂により異な
る。ポリイミド系樹脂では、１０００以上であると、海状部分となった場合でも、島状部
分になった場合でも所望の特性が得られて好ましい。また、アクリル系樹脂では、１００
００以上３００００以下であると、海状部分となった場合でも、島状部分になった場合で
も所望の特性が得られて好ましい。アクリル系樹脂が海状部分、ポリイミド系樹脂が島状
部分となる場合、好適な範囲内の分子量では、アクリル系樹脂の分子量の方が大きくなる
ため、相分離する温度が低くなるため、乾燥は真空乾燥のみで行うことが好ましい。また
、ポリイミド系樹脂の分子量が小さいため、平均径の小さい島を形成することができる。
逆に、ポリイミド系樹脂が海状部分、アクリル系樹脂が島状部分となる場合、好適な範囲
内の分子量では、ポリイミド系樹脂の分子量が小さいため、相分離する温度は高くなり、
若干温度（４０、５０℃）をかけても乾燥しても、乾燥時に相分離を起こさない。また、
アクリル系樹脂の分子量が大きいため、島状部分の平均径は大きくなる。
【００１８】
　２種以上の屈折率の異なる透明樹脂の混合物が相分離し、海島構造となった場合の島部
分の平均径は、１～１０μｍであることが好ましく、より好ましくは１．５～６μｍであ
る。ここで、平均径とは、光学顕微鏡などを用いて光散乱層の塗膜を基板上部から観察し
た場合に、任意の１００μｍ×１００μｍの視野において観察される島部分の輪郭に対し
、これと２点で交差する任意の直線を引いた場合に、２点の交差部間の距離が最も長くな
るものの平均をいう。なお、後述するとおり、光散乱層の膜厚が１．０～３．０μｍなの
で、光散乱層の塗膜を基板上部から観察した場合に観察される島部分は、塗膜の厚み方向
に重なって見えることはない。模式図を図２に示す。
【００１９】
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　島状部分の平均径が１μｍより小さくなると、光干渉による虹が発生し、液晶表示画面
がぎらついてしまう。特に１．５μｍ以上となると良好な虹消し効果が得られ、液晶表示
画面のぎらつきが生じない。また、１０μｍより大きくなると、明確な海島構造とならず
必要とされる光散乱特性を得ることが難しくなる。特に６μｍより小さいと、海島構造が
明確となり、また光散乱層の表面に凹凸が生じなく好ましい。島部分は厚み方向（光散乱
層の膜厚方向）に比べ、平面方向に大きく成長することが好ましい。島部分が厚み方向に
大きくなりすぎると、光散乱層の表面の凹凸が大きくなってしまい、液晶の配向を乱して
しまうためである。表示パネルにしたときに液晶の配向ムラなどによる表示不良が生じな
い程度の平坦性は表示モードにより異なるが、光散乱層のＲｍａｘ（最大高さ）が、０．
４μｍ未満であれば、ほとんど全ての表示モードにおいて液晶配向を乱すことなく、良好
な液晶表示装置を得ることができる。ここでＲｍａｘ（最大高さ）とは、塗膜表面の凸部
と凹部の差を示す。また、Ｒｍａｘ（最大高さ）は、表面粗さ測定機などを用いて測定す
ることができる。
【００２０】
　島状部分の平均径の制御方法としては、様々な方法があるが、制御のしやすさから、用
いる樹脂の分子量、重合度、溶媒乾燥速度を制御することが好ましい。分子量、重合度が
大きくなるほど、島状部分の平均径を大きくすることができる。また、分子量、重合度が
同じ場合でも、溶媒を乾燥させる速度が大きくなるほど、島状部分の平均径が小さくなり
、また均一な島を形成することができる。従って、用いる樹脂の分子量、重合度が大きく
、また溶媒乾燥速度を大きくすることが本願発明を達成するためには必要となる。
【００２１】
　また、光散乱層の膜厚としては、液晶層の厚みより小さい、特に、液晶層の厚みの１／
４～３／４の範囲内であることが好ましい。液晶層の厚みは４～５μｍであるため、光散
乱層の膜厚は、１．０μｍ～３．０μｍの範囲であることが好ましい。膜厚を１．０μｍ
以下の薄膜にすると、必要とされる光散乱特性を得ることが難しくなってしまう。逆に膜
厚が、３．０μｍ以上の厚膜となると、反射用領域の液晶層が薄くなってしまい、表示不
良となってしまう。
【００２２】
　図１において、臨界温度線より下の領域では相溶するため、ペーストとして安定して存
在する。さらに、塗膜を形成する際には、スピンナーなどで基板上に塗布した後、溶媒を
揮発させるために真空乾燥や低い温度のオーブン、ホットプレートに短時間入れることに
よる乾燥を行う。その後、高温のオーブン、ホットプレートなどで樹脂を熱硬化させる。
本発明では光散乱層を反射用領域にのみ形成するため、乾燥後に光散乱層を反射用領域に
のみ形成する工程が必要となる。光散乱層の形成方法としては、フォトリソグラフィ法、
転写法、インクジェット法などを用いることができるが、特にフォトリソグラフィ法を用
いた場合が反射用領域にのみ光散乱層を精度よく形成することができる。また、光散乱層
はその性質上光を散乱してしまうため、光散乱層自身に感光性能を持たせてフォトリソグ
ラフィ法により加工すると、光の散乱によるギザリが発生してしまう。そのため、光散乱
層を非感光性とし、感光性能をもつレジストを塗布して光散乱層を形成する方が、シャー
プなパターンを形成することができる。例えば、着色層上に互いに相分離しやすい２種類
以上の非感光性透明樹脂からなる光散乱層形成用樹脂組成物を塗布、乾燥し、未硬化の状
態で、上部にフォトレジストを積層して、露光、現像を行いフォトリソ加工する。ここで
フォトレジストがネガ型であれば、露光された部分が光散乱層として残り、露光されなか
った部分が現像液に可溶となる。また、ポジ型であれば、露光された部分が現像液に可溶
となり、露光されなかった部分が光散乱層として残る。現像後、フォトレジストを剥離し
、光散乱層を熱硬化させることにより光散乱層を形成することができる。ここで、乾燥時
の温度が臨界温度線以上であると、フォトリソ加工を行う際に析出した島部分がギザリな
どの原因になってしまう。従って、乾燥の温度は、臨界温度線以下で行うことが好ましい
。真空乾燥により塗膜を乾燥すると、乾燥後の塗膜が相分離せず、フォトリソ加工時にシ
ャープなパターンを形成することができ、特に好ましい。
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【００２３】
　現像時に用いるアルカリ現像液は有機アルカリ現像液と無機アルカリ現像液のどちらも
用いることができる。無機アルカリ現像液では炭酸ナトリウム、水酸化ナトリウム、水酸
化カリウムの水溶液などが好適に用いられる。有機アルカリ現像液ではテトラメチルアン
モニウムヒドロキシド水溶液、メタノールアミンなどのアミン系水溶液が好適に用いられ
る。現像液には現像の均一性を上げるために界面活性剤を添加することが好ましい。アル
カリ現像はディップ現像、シャワー現像、パドル現像などの方法が可能である。現像後は
アルカリ現像液を除去するために純水洗浄を行う。シャワー現像では最適な画素形状にな
るようにシャワー圧力を調整することが好ましい。シャワー圧力が弱いと、画素の解像度
が低下する。シャワー圧力が強いと画素が基板から剥がれることがある。シャワーの圧力
は０．０５～５ＭＰａが好ましい。
【００２４】
　外光を利用するための反射膜が形成される基板は、カラーフィルター側基板、カラーフ
ィルターに対向する基板のいずれでもよいが、本発明の効果を十分に発揮するためには、
カラーフィルターに対向する基板に形成されることが好ましい。本発明のカラーフィルタ
ーは、反射膜が凹凸形状を有している場合に特にその効果を発揮する。凹凸形状の反射膜
の形成方法は、感光性樹脂をハーフトーンマスクなどを用いて、凹凸形状とした後、蒸着
法やスパッタリング法などによってアルミニウムなどを薄膜状に製膜し、これにフォトリ
ソグラフィ法を用いてパターニングすることによって反射用領域にのみ形成する方法があ
るが、これに限定されるものではない。
【００２５】
　本発明のカラーフィルターは、液晶表示装置の駆動方法、表示方式にも限定されず、ア
クティブマトリクス方式、パッシブマトリクス方式、ＴＮモード、ＳＴＮモード、ＥＣＢ
モード、ＯＣＢ、ＶＡモードなど種々の液晶表示装置に適用される。また、液晶表示装置
の構成、例えば偏光板の数等にも限定されずに使用することができる。
【００２６】
　反射用領域に光散乱層を有する本発明のカラーフィルターを用いて作成した半透過型液
晶表示装置の一例について述べる。カラーフィルター上に、ＩＴＯ膜などの透明電極を製
膜する。次に、このカラーフィルター基板と、反射用領域にのみ反射膜が形成され、反射
膜上の透明絶縁膜、さらにその上にＩＴＯ膜などの透明電極が形成された対向基板とを、
さらにそれらの基板上に設けられた液晶配向のためのラビング処理を施した液晶配向膜、
およびセルギャップ保持のためのスペーサーを介して、対向させてシールし貼りあわせる
。なお、対向基板上には、反射膜、透明電極以外に、薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）素子や
薄膜ダイオード（ＴＦＤ）素子、および走査線、信号線などを設け、ＴＦＴ液晶表示装置
や、ＴＦＤ液晶表示装置を作成することができる。次に、シール部に設けられた注入口か
ら液晶を注入した後に、注入口を封止する。つぎに、ＩＣドライバー等を実装することに
よりモジュールが作製することができる。これにより作製された液晶表示装置の例を図３
に示す。
【実施例】
【００２７】
　以下、実施例に基づいて本発明を具体的に説明するが、本発明はこれらに限定されない
。
【００２８】
　Ａ．ポリアミック酸溶液の作製
　４，４′－ジアミノジフェニルエーテル ９５．１ｇおよびビス(３－アミノプロピル)
テトラメチルジシロキサン ６．２ｇをγ－ブチロラクトン ５２５ｇ、Ｎ－メチル－２－
ピロリドン ２２０ｇと共に仕込み、３，３′，４，４′－ビフェニルテトラカルボン酸
二無水物 １４４．１ｇを添加し、７０℃で３時間反応させた後、無水フタル酸 ３．０ｇ
を添加し、さらに７０℃で２時間反応させ、２５重量％のポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）
を得た。ＰＡＡの分子量は、１５００であった。
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【００２９】
　Ｂ．アクリル共重合体溶液の作製
　メチルメタクリレート　３０．０ｇ、スチレン　３０．０ｇおよびメタクリル酸　４０
．０ｇを３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール　１９９．５ｇと共に仕込み、９０
℃で４時間反応させた後、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン　０．７ｇ、グリシジルメタ
クリレート３３．０ｇを添加し、さらに９０℃で４時間反応させ、４０重量％のアクリル
共重合体溶液（ＡＣＡ－１）を得た。ＡＣＡ－１の分子量は、２６０００であった。
また、メチルメタクリレート　３３．０ｇ、スチレン　３３．０ｇおよびメタクリル酸　
３４．０ｇを３－メトキシ－３－メチル－１－ブタノール　１９９．５ｇと共に仕込み、
９０℃で４時間反応させた後、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン　０．７ｇ、グリシジル
メタクリレート３３．０ｇを添加し、さらに９０℃で４時間反応させ、４０重量％のアク
リル共重合体溶液（ＡＣＡ－２）を得た。ＡＣＡ－２の分子量は、９５００であった。
【００３０】
　Ｃ．非感光性光散乱用ペーストの作製
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）　１６．０ｇにアクリル共重合体溶液（ＡＣＡ－１）　
２．５ｇを添加し、Ｎ－メチル－２－ピロリドン　２１．５ｇで希釈し、ロータリーシェ
ーカーにより３０分分散し、濃度１０重量％の非感光性光散乱用ペースト（ＰＩ－１）を
得た。
【００３１】
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）　１６．０ｇにアクリル共重合体溶液（ＡＣＡ－２）　
２．５ｇを添加し、Ｎ－メチル－２－ピロリドン　２１．５ｇで希釈し、ロータリーシェ
ーカーにより３０分分散し、濃度１０重量％の非感光性光散乱用ペースト（ＰＩ－２）を
得た。
【００３２】
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）　１２．０ｇにアクリル共重合体溶液（ＡＣＡ－１）　
５．０ｇを添加し、Ｎ－メチル－２－ピロリドン　３３．０ｇで希釈し、ロータリーシェ
ーカーにより３０分分散し、濃度１０重量％の非感光性光散乱用ペースト（ＰＩ－３）を
得た。
【００３３】
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）　８．０ｇにアクリル共重合体溶液（ＡＣＡ－１）　７
．５ｇを添加し、Ｎ－メチル－２－ピロリドン　３４．５ｇで希釈し、ロータリーシェー
カーにより３０分分散し、濃度１０重量％の非感光性光散乱用ペースト（ＰＩ－４）を得
た。
【００３４】
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ）　２．５ｇにアクリル共重合体溶液（ＡＣＡ－１）　１
６．０ｇを添加し、Ｎ－メチル－２－ピロリドン　２１．５ｇで希釈し、ロータリーシェ
ーカーにより３０分分散し、濃度１０重量％の非感光性光散乱用ペースト（ＰＩ－５）を
得た。
【００３５】
　Ｄ．非感光性光散乱（粒子分散）用ペーストの作製
　ポリアミック酸溶液（ＰＡＡ） １６．０ｇをγ－ブチロラクトン ２４．０ｇで希釈し
、そこに粒子の平均１次粒子径が２．０μｍであるシリコーン粒子を０．６ｇ添加し、ロ
ータリーシェーカーにより３０分分散し、非感光性光散乱層（粒子分散）用ペースト（Ｐ
Ｉ－６）を得た。
【００３６】
　Ｅ．樹脂ブラックマトリックス用ペーストの作製とガラス基板上への形成
　3,3',4,4'-ビフェニルテトラカルボン酸二無水物、4,4'- ジアミノジフェニルエーテル
及びビス（３－アミノプロピル）テトラメチルジシロキサンをＮ－メチル－２－ピロリド
ンを溶媒として反応させ、ポリイミド前駆体（ポリアミック酸）溶液を得た。
【００３７】
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　下記の組成を有するカーボンブラックミルベースをホモジナイザーを用いて、7000 rpm
で３０分間分散し、ガラスビーズをろ過してブラックペーストを調製した。
【００３８】
　カーボンブラックミルベースの組成
カーボンブラック（MA100 、三菱化成（株）製）：４．６部
ポリイミド前駆体溶液：２４．０部
Ｎ－メチルピロリドン：６１．４部
ガラスビーズ：９０．０部。
【００３９】
　ガラス基板（コーニング製、１７３７材）に上記ブラックペーストをカーテンフローコ
ーターで塗布し、ホットプレートで１３０℃、１０分間乾燥し、黒色の樹脂塗膜を形成し
た。ポジ型フォトレジスト（シプレー社製、“ＳＲＣ－１００”）をリバースロールコー
ターで塗布、ホットプレートで１００℃、５分間プリベイクし、超高圧水銀灯を用いて１
００ｍＪ／ｃｍ2 紫外線照射してマスク露光した後、２．２５％のテトラメチルアンモニ
ウムヒドロキシド水溶液を用いて、フォトレジストの現像と樹脂塗膜のエッチングを同時
に行い、パターンを形成、メチルセロソルブアセテートでレジスト剥離し、ホットプレー
トで３００℃、１０分間加熱することでイミド化させ、ブラックマトリクス層を形成した
。
ブラックマトリクス層の膜厚を測定したところ、１．４μｍであり、ＯＤ値は４．０であ
った。
【００４０】
　Ｆ．感光性赤、緑、青レジストの作製
　ピグメントレッドＰＲ１７７、８．０５ｇを３－メチル－３－メトキシブタノール５０
ｇとともに仕込み、ホモジナイザーを用い、７０００ｒｐｍで５時間分散後、ガラスビー
ズを濾過し、除去した。アクリル共重合体溶液（ダイセル化学工業株式会社製“サイクロ
マー”Ｐ、ＡＣＡ－２５０、４３ｗｔ％溶液）７０．００ｇ、多官能モノマーとしてペン
タエリスリトールテトラメタクリレート３０．００ｇ、光重合開始剤として“イルガキュ
ア”３６９　１５．００ｇにシクロペンタノン２６０．００ｇを加えた濃度２０重量％の
感光性アクリル樹脂溶液１３４．７５ｇを加え、感光性赤レジストを得た。同様にして、
ピグメントグリーンＰＧ３８とピグメントイエローＰＹ１３８からなる感光性緑レジスト
、ピグメントブルーＰＢ１５：６からなる感光性青レジストを得た。
【００４１】
　実施例１
（カラーフィルターの作成）
　樹脂ブラックマトリクスが膜厚２．０μｍでパターン加工されたガラス基板上に熱処理
後のブラックマトリクス開口部での膜厚が２．０μｍになるようにスピンナーの回転数を
調整し、感光性赤レジストを基板上に塗布した。次に、該塗膜を８０℃のオーブンで１０
分熱処理した。次に、キャノン株式会社製紫外線露光機“ＰＬＡ－５０１Ｆ”を用い、ブ
ラックマトリクス開口部とブラックマトリクス上の一部の領域についてストライプ状に光
が透過するクロム製フォトマスクを介して、１００mJ／ｃｍ２（３６５ｎｍの紫外線強度
）で露光した。露光後にテトラメチルアンモニウムハイドロオキサイドの１．０％の水溶
液からなる現像液に浸漬し、赤画素用塗膜を現像した。現像後に２４０℃のオーブンで３
０分熱処理し、赤画素を得た。同様に緑画素、青画素をパターン加工し、赤、青、緑画素
からなるカラーフィルターを完成した。
前記カラーフィルター上に熱処理後の膜厚が１．０μｍになるように非感光性光散乱層用
ペースト（ＰＩ－１）をスピンナーで塗布し、１２０℃のオーブンで２０分乾燥した。該
塗膜の上に乾燥後の膜厚が１．５μｍになるようにポジ型フォトレジスト（東京応化株式
会社製“ＯＦＰＲ－８００”）を塗布し、９０℃で１０分乾燥した。キャノン株式会社製
紫外線露光機“ＰＬＡ－５０１Ｆ”を用い、クロム製のフォトマスクを介して１００ｍＪ
/ｃｍ２（３６５ｎｍの紫外線強度）露光した。このとき用いたフォトマスクは、反射用
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領域のみ遮光されているものであった。露光後、テトラメチルアンモニウムハイドロオキ
サイドの２．０％の水溶液からなる現像液に浸漬し、フォトレジストの現像、光散乱層用
塗膜のエッチングを同時に行った。エッチング後不要となったフォトレジスト層をアセト
ンで剥離した。さらに２４０℃のオーブンで３０分熱処理をして反射用領域にのみ光散乱
層を得た。
【００４２】
　実施例２
　非感光性光散乱層用ペーストの熱処理後の膜厚が３．０μｍであること以外実施例１と
同様にカラーフィルターを作製した。
【００４３】
　実施例３
　非感光性光散乱層用ペーストがＰＩ－３であること以外実施例１と同様にカラーフィル
ターを作製した。
【００４４】
　実施例４
　非感光性光散乱層用ペーストがＰＩ－５であること以外実施例１と同様にカラーフィル
ターを作製した。
【００４５】
　比較例１
　非感光性光散乱層用ペーストがＰＩ－６であり、また熱処理後の膜厚が１．５μｍであ
ること以外実施例１と同様にカラーフィルターを作製した。
【００４６】
　比較例２
　非感光性光散乱層用ペーストがＰＩ－２であること以外実施例１と同様にカラーフィル
ターを作製した。
【００４７】
　比較例３
　非感光性光散乱層用ペーストがＰＩ－４であり、また熱処理後の膜厚が３．０μｍであ
ること以外実施例１と同様にカラーフィルターを作製した。
（光散乱層塗膜の顕微鏡観察、膜厚測定）
　実施例１、２、３、４および比較例２、３で得られた光散乱層を光学顕微鏡で観察した
。実施例１、２、３で得られた光散乱層はポリイミド樹脂とアクリル樹脂が相分離し、明
確な海島構造となっていた。比較例２で得られた光散乱層は、互いに相分離はしていたが
、島状部分が微小であった。逆に比較例３で得られた光散乱層は、島部分が大きく、一部
つながっているものもあり、明確な海島構造とはいえなかった。島状部分の平均径の測定
結果を表１に示す。
【００４８】
【表１】

【００４９】
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　また、（株）東京精密製、“サーフコム１３０Ａ”を用いて、実施例１、２、３、４お
よび比較例１、２、３で得られた光散乱層の凹部と凸部の膜厚を測定し、Ｒｍａｘを計算
した。Ｒｍａｘの測定結果を表２に示す。
【００５０】
【表２】

【００５１】
（カラーフィルター画素上の膜の形成）
　実施例１、２、３、４および比較例１、２、３で得られたカラーフィルター上に、ＩＴ
Ｏ膜を膜厚０．１４μｍとなるようにスパッタリングした。
（液晶表示装置の作製）
　別途、無アルカリガラス上にＴＦＴ素子を形成した後、感光性樹脂をハーフトーンマス
クを用いて、凹凸形状とし、蒸着法によってアルミニウムを薄膜状に製膜し、これにフォ
トリソグラフィ法を用いて反射用領域にのみ凹凸状の反射膜をパターニングした。反射膜
上に透明絶縁膜、さらにその上にＩＴＯ膜の透明電極を形成した基板を対向基板として用
意し、実施例１、２、３、４および比較例１、２、３で作製したカラーフィルター基板と
対向基板とに配向膜を印刷しラビングして配向させた。これら２つの基板の一方にマイク
ロロッドを練り込んだシール剤を印刷し、６μｍの厚さのビーズスペーサーを散布した後
、２つの基板を貼り合わせた。次に、４Ｖ駆動対応のＴＮ液晶（屈折率異方性Δｎ～０．
１）を注入して液晶注入口を封口剤で塞いだ。液晶を注入した液晶セルを、直交した偏光
フィルムで挟み、評価用の液晶セルを作製した。該液晶セルにＩＣドライバー等を実装す
ることにより、液晶表示装置を完成させた。
【００５２】
　実施例１、２、３、４および比較例１、２、３で作製したカラーフィルターを用いた半
透過型液晶表示装置について、屋外の環境光下と屋内でのバックライト点灯状態で比較し
た。
実施例１、２、３、４のカラーフィルターを用いた半透過型液晶表示装置は、透過表示が
主流となる屋内で用いた場合は、明暗がくっきりしており良好な表示特性であり、また、
反射表示が主流となる屋外で用いた場合は、明るく、さらにぎらつきもなく、良好な表示
特性であった。
比較例１、３のカラーフィルターを用いた半透過型液晶表示装置は、反射表示が主流とな
る屋外で用いた場合に、液晶の配向不良によると思われる輝点があり、良好な表示特性と
はいえなかった。比較例２のカラーフィルターを用いた半透過型液晶表示装置は、反射表
示が主流となる屋外で用いた場合に、ぎらつきが生じ、良好な表示特性とはいえなかった
。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】ＬＣＳＴ型の模式図
【図２】海島構造の光散乱層の模式図　（ａ）塗膜を上面からみた場合の模式図　（ｂ）
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（ａ）を波線部分で切断した場合の厚み方向からみた模式図
【図３】光散乱層が形成されたカラーフィルターを用いた半透過型液晶表示装置の模式断
面図
【符号の説明】
【００５４】
１　：透明基板
２　：ブラックマトリックス
３　：光散乱層　
４　：反射用領域
５　：透過用領域
６　：液晶層
７Ｂ：青画素領域
７Ｇ：緑画素領域
７Ｒ：赤画素領域
８　：反射膜
９　：島状部分の平均径

【図１】

【図２】

【図３】
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摘要(译)

解决的问题：为了获得使用半透射型滤色器的液晶显示装置中的滤色
器，该半透射滤色器在反射区域中具有光散射层，通过该半透射滤色
器，通过简单的加工方法不会由于屏幕眩光或液晶取向紊乱而发生显示
缺陷。 液晶显示装置用于能够通过反射光显示和通过透射光显示的半透
射式液晶显示装置，并且包括用于通过反射光显示的反射区域和用于通
过透射光显示的透射区域。 在半透射液晶显示装置的滤色器基板中，具
有彩色层的多个像素二维地布置在透明基板上，其中仅在反射区域中设
置具有海岛结构的光散射层。 用于半透射式液晶显示器的滤色器基板，
其中岛状部分的平均直径为1μm至10μm，并且光散射层的Rmax（最大
高度）小于0.4μm。 [选择图]图3
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